
 佐藤議員の「高齢福祉について」のうち、 

「市内における人材不足の現状について」のご質問から 

お答えいたします。 

 令和５年９月に 本市が実施した 介護人材実態調査において、 

７２％の事業所で人材が不足しており、 

合計８７名の人材が必要との回答を得ております。 

 

次に、「人材不足によるサービスの縮小、低下について」 

でありますが、認知症対応型 通所介護 事業所の１か所が、 

令和５年１月から休止しております。 

また、認知症対応型グループホームのうち１か所が、 

令和５年６月から１ユニットの受入れを停止しております。 

 

 次に、「災害対応について」のうち、「避難所としての対象施設

の管理状況について」のご質問からお答えいたします。 

 

本市では、各学校の体育館 及び 公共施設など３４か所の施設

を 避難所に指定するとともに、１２の福祉施設と 福祉避難所の協

力に関する協定を締結しており、各施設の管理者が 管理を行って

おります。 

 

次に、「市民への情報伝達の手段について」でありますが、緊

急速報エリアメール、ホームページ、ＳＮＳ、防災行政無線、ワイ

ラジオなど、多様な手段による情報の伝達に努めております。 

 



次に、「防災教育における教育機関との連携・協力について」

でありますが、有珠山と共にある地域として、若年層の防災意識の

高揚は極めて重要と考えていることから、各学校に対し、防災総合

訓練への積極的な参加を依頼するとともに、各学校が行う一日防災

学校への協力など、人的防災力の向上を図っております。 


